
5/1 木

5/2 金

5/3 土 憲法記念日

5/4 日 みどりの日

5/5 月 こどもの日

5/6 火 振替休日

5/7 水

5/8 木

5/9 金

5/10 土

5/11 日

5/12 月

5/13 火

5/14 水

5/15 木

5/16 金

5/17 土

5/18 日

5/19 月

5/20 火

5/21 水

5/22 木

5/23 金

5/24 土

5/25 日 　　■５月分月謝の内訳

5/26 月 ◎口座振替：4/28（月）

5/27 火 ●授業料 ●通信設備費 550円

5/28 水 ●コピー代 ○兄弟割引

5/29 木 TEL（093）881-0322 FAX（093）883-6440 ○特待生割引/3月の評価テストの結果で割引があります。

5/30 金 ※口座振替手続きが未完了の方は、郵便局でお振込ください。

5/31 土 ★ご不明な点がございましたら事務局までお問い合わせください。

2025

■ワイズ事務局 沖台教室：戸畑区沖台2-14-1

暖かな日差しの中、新年度がスタートしました。

新しい制服、新しいクラス、新しい環境、　わくわくしますね！

この１年もしっかりと頑張って有意義なものにしていきましょう。

さて、新年度のはじまりということでワイズリープでの日常をご紹介します。

お子様が塾でどのように勉強しているのか、家庭での宿題などについて少し

お話させていただきます。

ワイズリープでは、1日に英語１Ｈ数学１Ｈの週2回の授業が

基本のコースとなります。現学年の学校進度に遅れずに進めていくためには

1教科につき週に最低２Ｈは必要な授業時間と考えています。中学校では定期テストが

あるため、定期テストの前2週間は対策授業となり、テスト範囲の復習をすることが

必須となります。ですので、「テストの2週間前までに範囲の単元の授業を

終わらせる　→対策2週間はみっちりと復習する」　ことを進度目標としています。

そのため、基本的には学校よりも早い進度で進む予習形式です。

英語 授業はＣＴからスタートします。

前回授業でやった単元の単語のテスト・英作（教科書本文）テストから

スタートです。合格点は単語２つ間違いまでを合格としています。

不合格の場合は「イエローカード」が渡されます。

「イエローカード」とは、テストの不合格・宿題忘れなどで

作られるその名の通り、反則切符です。

これを出されると居残りや次の日に再テスト・１H勉強などの罰則が

課されます。塾の授業日でない日に、お子様が塾に行っている場合の

大半はイエローカードの呼び出しです。

次の授業までにイエローカードを消化してないと担当講師より

”喝ッ”が入れられ、消化するまで続きます。

ＣＴが終わると、宿題のテキストのマル付け・やり直しをし、

新しい単元の音読・テキストの文法問題・読解問題へと進んでいきます。

その日にやった新しい単元の音読・単語練習・本文練習・本文訳・

復習のテキスト問題など、１Ｈ半程度が宿題となります。英語は教科書を

スラスラと読めることがなにより大切です。音読の練習は毎回保護者の方

のサインをもらうことが必要となってますので、ご協力をお願いします。

数学 1学期の数学はどの学年も計算問題です。

計算問題で必要なことは、途中式をきちんと書くことです。授業の時はきちんと

書いていても、宿題になるとめんどくさがって途中式を書かない生徒さんがいます。

しかし、途中式を書かないことこそ計算ミスを勃発させます。

「解き方がわかっているからいいだろう」「ちょっとミスしただけ」という考えの人が

いますが、計算問題は、速く正確に解けてこそ「できた」ということなんです。

そのためには、必ず途中式は必要ですのでそこのところは細かく細かくチェックして

いきます。授業中にやった問題のパターン練習が宿題としてだされます。

その繰り返し作業で、瞬時に解き方がわかり身体に定着するようになってきます。

ある一定の期間に集中してやることで、考えなくても勝手に解ける時がきます。

その日がくるまで、繰り返し繰り返し問題を解くのです。

勉強とは不思議なもので、その時期その時期に応じた内容があります。

あとからやればいいや～っと思って気を抜いていると、やろうと思ったその時には、

今やる以上に時間はかかるし、難しい・・・。

毎年、３年生を見ていてもどかしく感じることの１つです。せっかく一生懸命になった

ときには、間に合わない・・・。

「今は部活で忙しいから･･･」とか「○○が終わって落ち着いたら･･･」とか、

よく聞くワードですが、中学３年間で“暇で何もすることがない”という時期は

ありません。いつも何かに追われている生活こそが学生生活なのです。

だからこそ、今やるべきことを逃さず、きちんと取り組んでみてください。


